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巻 頭 言

瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

センター長 小櫃 剛人

新研究科（統合生命科学研究科）の新設，農場の教育関係共同利用拠点としての認定継続，農場乳牛

舎の改築工事など，2019 年度には大きな動きがあり，2020 年度にはこれらを契機に教育研究活動をさ

らに発展充実させることを目指しておりました．しかし，新型コロナウイルスの感染拡大によって，本

センターの教育研究活動はこれまでにない甚大な影響を受けました．農場の管理運営面では，技術職員

への感染防止策の観点から，2 班体制の勤務体制をとったり，建物内に換気ファンや遮蔽板を設置した

りと，様々な対応を行いました．4 月からは広島大学全体で対面授業ができなくなり，農場や水産実験

所での学生実習教育は 7 月まで行うことができませんでした．7 月以降，オンラインによる講義説明を

併用しながら，感染拡大防止策をとった上で実習が再開されました．しかし，全国から学生が参加し，

宿泊を伴う教育関係共同利用拠点での実習はいずれも中止することになりました．学部新入生対象のオ

ンライン授業で，農場牛舎の様子をビデオ録画して動画資料として用いたところ，「早く農場に行って

みたい」という切実な感想が学生から寄せられました．全国大学農場協議会からも，大学農場での感染

対策や実習の方法について情報提供がありました．様々な経験や情報を参考にしながら，こうした危機

的な局面を，現状を見直す契機と捉え今後につなげていきたいと思います．

さて，西条ステーションの農場では，講義室を備えた新しい乳牛舎が完成しました．この講義室から

は牛舎の内部が一望でき，搾乳ロボットなどの先端設備も間近に見ることができ，教室での講義を受け

ながら，家畜生産を体感することができると自負しております．また，従来に比べ牛舎の天井が高く，

送風ファンも完備され，暑熱の影響が軽減されています．新しい施設を活用した教育研究が発展するこ

とを期待します．

 本報告では 2019 年度での教育研究活動および研究報告が掲載されています．これらの情報が今後の

フィールド教育研究の一助となることを願っております．
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１．センター組織図
《広島大学大学院統合生命科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター》 

２．所在地等

広島大学大学院統合生命科学研究科

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 4 号

ホームページ：https://www.hiroshima-u.ac.jp/ilife 
附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目４番４号

電 話 番 号：(082) 424 - 7904 FAX 番号：(082) 424 – 2459 
ホームページ：https://www.hiroshima-u.ac.jp/fcenter/ 

：sei-bucho-sien@office.hiroshima-u.ac.jp 
西条ステーション

   （農場） 

〒739 - 0046 広島県東広島市鏡山二丁目 2965 番地

電話番号：(082) 424 - 7972，事務 (082) 424 – 7994 FAX 番号：(082) 424 - 7971 
メールアドレス：fscfarm@hiroshima-u.ac.jp 事務 sei-kyo-sien@office.hiroshima-u.ac.jp 

   （精密実験圃場）

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 4 号

電話番号：(082) 422 - 7111 内線 4165 
（食品実験実習工場）

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 4 号

電話番号：(082) 422 - 7111 内線 4070 

   竹原ステーション

（水産実験所）

〒725 - 0024 広島県竹原市港町五丁目 8 番 1 号

電話番号：(0846) 24 - 6780 FAX 番号：(0846) 23 - 0038 
ホームページ：http://fishlab.hiroshima-u.ac.jp 

：takeemon@fishlab.hiroshima-u.ac.jp

大学院統合生命科学研究科 

副センター長 

海域生物圏部門 

センター長 

食資源機能開発部門 陸域生物圏部門 動植物精密実験部門

運営委員会

農場 精密実験圃場 食品実験実習工場 水産実験所

西条ステーション 竹原ステーション
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３．職 員（令和 2（2020）年 4 月 15 日現在）

センター長（併）  教 授    小 櫃  剛 人 

副センター長（命）  〃     大 塚     攻 

【陸域生物圏部門】 

 教 授    谷 田    創  主担当 

 〃     都 築  政 起  担 当 

     〃     豊 後  貴 嗣   〃 

   〃     実 岡  寬 文   〃    

〃     磯 部  直 樹   〃 

部門長（命）    准教授    黒 川  勇 三  主担当 

   〃     河 上  眞 一  担 当 

   〃     長 岡  俊 徳   〃 

   〃         杉 野  利 久   〃 

 〃     上 田  晃 弘   〃 

  助 教    沖 田  美 紀  主担当 

   〃     妹 尾  あいら   〃 

  研究員    七木田    敦  大学院人間社会科学研究科 教授 

  客員研究員  山 下  久 美  東洋英和女学院大学人間科学部 准教授 

   〃     川 西  正 子  近畿大学農学部 准教授 

   〃     木 場  有 紀  帝京科学大学教育人間科学部 准教授 

   〃     村 尾  信 義  倉敷芸術科学大学生命科学部 講師 

技術専門員  窪 田  浩 和   技術センター フィールド科学系部門 

             技術専門員  積 山  嘉 昌   〃         〃 

             （部門長（併））               

             技術専門職員 山 口  哲 平   〃 フィールド科学系部門  

（技術班長（併））                生物生産技術班／飼料作物担当 

             技術主任   近 松  一 朗   〃   〃    〃   ／家畜担当 

              〃     田 中  明 良   〃   〃    〃   ／飼料作物担当 

              〃     木 原  真 司   〃   〃    〃   ／家畜担当 

               〃      脇    良 平   〃   〃    〃   ／ 〃 

             技術員    森 井  崇 光   〃   〃    〃   ／ 〃 

             契約技術職員 北 村  亜 紀   〃   〃    〃   ／ 〃 

契約技能員  川 口  信 治   〃   〃    〃   ／ 〃 

室員     松 村    務  東広島地区運営支援部生物学系総括支援室 



広大 FSC 報告， 18：1‐4．2020 組織

- 3 -

【動植物精密実験部門】 

   教 授    都 築  政 起  担 当 

          〃     豊 後  貴 嗣   〃 

          〃     実 岡  寛 文   〃 

         〃     吉 村  幸 則   〃 

部門長（命）   〃     堀 内  浩 幸   〃 

 〃     和 崎    淳   〃 

〃     冨 永  る み   〃 

 〃     磯 部  直 樹   〃 

准教授    長 岡  俊 徳   〃 

   〃     上 田  晃 弘   〃 

〃     杉 野  利 久   〃 

助 教    中 村  隼 明   〃 

〃     新 居  隆 浩   〃 

〃     劉    利 雲   〃 

研究員    TRAN
チ ャ ン

 Dang
ダ ン

 Xuan
ス ア ン

  大学院先進理工系科学研究科 准教授 

契約技術職員  東 脇  隆 文   技術センター フィールド科学系部門 

     生物生産技術班／精密実験圃場担当 

【食資源機能開発部門】 

  部門長（命）  教 授    羽 倉  義 雄  担 当 

           〃     上 野    聡   〃 

           〃     中 野  宏 幸   〃 

           〃     浅 川    学   〃 

           〃     鈴 木  卓 弥   〃 

助 教    山 本  祥 也   〃 

          技術専門職員 仲 井    敏  技術センター フィールド科学系部門 

          （技術班長（併））         生物科学班 

／工作機械実習・食品製造実験実習担当  

            契約技能員  福 田  瑞 恵    〃     生物生産技術班／  〃 

               〃    藤 谷  真由美    〃        〃   ／  〃 
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【海域生物圏部門】 

          教 授    大 塚    攻  主担当 

           〃     坂 井  陽 一  担 当 

             〃     浅 川    学   〃 

             〃     小 池  一 彦   〃 

 〃     海 野  徹 也   〃 

   部門長（命） 准教授    加 藤  亜 記  主担当 

        〃     冨 山    毅  担 当 

           〃     斉 藤  英 俊   〃 

           〃     植 木  龍 也   〃 

          助 教    近 藤  裕 介  主担当 

          研究員    富 川    光  大学院人間社会科学研究科 准教授 

           〃     清 水  則 雄  総合博物館 准教授 

         客員研究員   鳥 越  兼 治  広島大学名誉教授 

〃     中 井  敏 博  広島大学名誉教授 

〃     池 上    晋  広島大学名誉教授 

           〃     佐 藤  正 典  鹿児島大学大学院理工学研究科 教授 

           〃    安 藤  元 紀  岡山大学大学院教育学研究科 教授 

           〃     中 野  陽 一  宇部工業高等専門学校 教授 

〃     洲 崎  敏 伸  神戸大学大学院理学研究科 准教授 

〃     三 宅  裕 志  北里大学海洋生命科学部 准教授 

〃     下 村  通 誉  京都大学フィールド科学教育研究センター 

                瀬戸臨海実験所 准教授 

〃     山 岸  幸 正  福山大学生命工学部 准教授 

           〃     西 原  直 久  江田島市教育委員会生涯学習課 

                  大柿自然環境体験学習交流館 館長 

           〃     花 村  幸 生  日本甲殻類学会・日本プランクトン学会所属 

           〃     浦 田    慎  一般社団法人能登里海教育研究所 主幹研究員 

           〃     島 袋  寛 盛  国立研究開発法人水産研究・教育機構 

                           瀬戸内海区水産研究所 主任研究員 

           〃     米 山  弘 行  広島県農林水産局水産課 主査 

〃     菅 谷  恵 美  日本水産学会・日本魚病学会所属 

竹原ステーション研究員 

       足 立  賢 太  大学院統合生命科学研究科 

技術専門職員  岩 崎  貞 治  技術センター フィールド科学系部門 

                           生物科学班 

※ 技術系職員は技術センターから派遣される。   
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事 務 部 関 係 

１．令和元（2019）年度予算関係 

(1)附属施設教育経費 

（単位：千円）

事        項 予 算 額

附 属 施 設 教 育 経 費* 
 瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

44,999 千円

（内訳）西条ステーション（農場） 43,920 千円

竹原ステーション（水産実験所）  1,079 千円

*基盤経費含む

(2)農場収入 

＜過去 5 年間＞ 

（単位：円）

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和 01 年度

牛売払

 和牛子牛

収入実績

数量(頭) 
 その他の子牛

収入実績

数量(頭) 
 経産牛ほか

収入実績

数量(頭) 
牛売払 計

収入実績

数量(頭)

4,068,900
7

1,868,199
10

1,806,794
7

7,743,893
24

5,945,131
8

1,539,857
10

1,557,657
7

9,042,645
25

6,680,020
10

1,081,503
7

1,112,528
8

8,874,051
25

7,272,508
11

1,111,463
6

2,054,554
14

10,438,525
31

12,300,392
18

974,181
8

2,827,565
16

16,102,138
42

緬羊売払

収入実績

数量(頭)
95,040

11 
129,600

6

生乳売払

収入実績

数量(kg)
23,162,262

217,015
23,950,297

224,368
25,622,329

240,745
22,277,787

196,081
27,468,635

237,080

収入実績合計 31,001,195 32,992,942 34,496,380 32,716,312 43,700,373
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２. 令和元（2019）年度主な行事及び見学等 

(1)主な行事 

令和元年度 畜魂祭

日時  令和元年 10 月 17 日(木)  13：30～14：00 

 (2)見学 

(2-1)農場見学 

(団体) 
令和元年  4月 9日 (火) ビサヤ州立大学（フィリピン） 9 名

5月24日 (金) 広島大学国際協力研究科 4 名

7月12日 (金) 広島大学附属三原中学校* 79 名

10月16日 (水) 新潟県立長岡農業高等学校** 84 名

10月18日 (金) 広島大学附属福山中学校 24 名

10月29日 (火) 西条ルーテル幼稚園 66 名

11月 1日 (金) 広島大学附属中・高等学校（現場体験学習） 11 名

11月 2日 (土) 広島大学緑翠会（5292 会） 10 名

11月 8日 (金) 広島大学工学研究科 4 名

11月12日 (火) 広島女学院ゲーンス幼稚園 82 名

11月18日 (月) サムエル東広島こどもの園 55 名

11月20日 (水) 広島大学統合生命科学研究科（生態学ゼミ） 51 名

令和２年  1月20日 (月) 麻布大学獣医学部 2 名

2月 9日 (日) 緑翠会広島県支部 5 名

計 486 名

*精密実験圃場の見学も併せて行った。

**精密実験圃場・食品工場の見学も併せて行った。

(個人) 
随 時 41 名
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３．令和元年度 センター利用状況 

 (1)教育への利用 

 (1-1)西条ステーション(農場，食品製造工場，精密実験圃場) 

授業科目 利用内容
研究科又は

学部名

学

年
A B

植物栄養生理学実験実

習

植物の生育と NPK
反応性

生物生産学部 3 24 22 528 

畜産食品製造学実験実

習
畜産食品の製造 生物生産学部 3 19 4 76 

動物栄養学実験実習

泌乳牛の糖代謝の解

析および反芻胃内発

酵に関する実験実習

生物生産学部 3 25 6 150 

2019 年度高大連携公開

講座 

家畜とのふれあいを

通じて学ぶアニマル

サイエンス 

高校生  25 1 25 

体験実習 
農場の見学、羊の毛

刈り、バター作り等

広島アニマルケア

専門学校 
 15 1 15 

多様性生態学 

草地(野草地)の調

査、ドローンによる

空撮 

総合科学部 3 22 1 22 

生物多様性科学 
草地（野草地）の調

査 

統合生命科学研究

科 
1 12 1 12 

草地畜産学 

圃場ごとの栽培草種

を確認し、生産方法

確認 

生物生産学部 3 25 1 25 

草地畜産学 
草地における植生調

査の実施 

統合生命科学研究

科 
 25 1 25 

フィールド科学入門 見学 生物圏科学研究科  60 1 60 
輸送環境工学プロジェ

クトⅠ 

模型飛行機の飛行試

験 
工学研究科  50 1 50 

酪農フィールド科学演

習 

学内外の農業系学生

に対する飼料生産，

乳牛飼養管理，畜産

物の加工等に関する

実習，講義，演習 

他 大 学 農 学 系 学

部・生物生産学部 

（教育関係共同利

用拠点事業） 

1-3 29 4 116 

命の尊厳を涵養する食

農フィールド科学演習 

学外の学生に対する

飼料生産，乳牛飼養

管理，畜産物の加工

等に関する実習，講

義，演習 

他大学・高専非農学

系学部・教育学部

（教育関係共同利

用拠点事業） 

2-3 31 4 124 
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授業科目 利用内容
研究科又は

学部名

学

年
A B

保育系学部生のための

食育フィールド科学演

習 

学外の保育系学生に

対する食農教育・食

育に関する実習，講

義，演習 

他大学保育系学部

（教育関係共同利

用拠点事業） 

1-4 28 4 112 

保育者のための食育フ

ィールド科学演習 

学外の保育者に対す

る食農教育・食育に

関する実習，講義，

演習 

保育園・認定こども

園（教育関係共同利

用拠点事業） 

- 8 1 8 

動物生殖学 
牛の直腸検査及び山

羊の採精 

統合生命科学研究

科 
 24 2 48 

AIMS 授業 牛の直腸検査 AIMS 留学生  3 1 3 

AIMS 授業
肉牛への給餌、搾乳

ロボット牛舎見学 
AIMS 留学生  3 2 6 

陸域生物圏フィールド

科学Ⅱ 

乳牛，肉牛の飼育シ

ステムの見学 
生物生産学部  10 1 10 

 (1-2)竹原ステーション(水産実験所) 

授業科目 利用内容 
研究科又は 

学部名 

学

年
A B

水圏植物学実習 海藻に関する実習 生物生産学部 3 63 1 63

さくらサイエンスプラ

ン：海洋生物学実習

海洋生物に関する

実習

フィリピンの高校

生
18 1 18

エデュパークの学習ツ

アー

海洋生物に関する

体験実習
小学生 1-6 14 2 28

生物教材内容演習
海洋生物に関する

演習
教育学部 3 14 4 56

高校生を対象とした瀬

戸内海の生物多様性を

学ぶ体験型実習

海洋生物に関する

体験実習
高校生 1-3 12 2 24

物質工学実験実習
海洋生物に関する

実習
高専生 3-5 40 3 120

海の生き物観察体験
海洋生物に関する

体験実習
幼稚園児、保護者 10 1 10

海藻や藻場についての

学習会

瀬戸内海の海藻や

藻場に関する実習
高校生 1-3 7 1 7

干潟観察会 ハチ干潟の観察会 地域住民 12 1 12
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授業科目 利用内容 
研究科又は 

学部名 

学

年
A B

里海フィールド演習
海洋生物に関する

演習
中四国国立大学生 1-3 16 2 32

臨海資源科学演習
海洋生物に関する

演習
中四国国立大学生 1-2 11 5 55

臨海生物生産学実習
海洋生物に関する

実習
生物生産学部 3-4 21 5 105

International Symposium 
on the UN’s Sustainable 
Development Goals

海洋生物に関する

演習
韓国の国立大学生 2 2 4

フィールド科学演習
干潟における生物

観察演習
生物生産学部 1 60 3 180

さくらサイエンスプラ

ン：海洋生物学実習

海洋生物に関する

実習
中国の高校生 1-2 10 1 10

広島の豊かな里海を守

る人材育成プロジェク

ト

海洋生物に関する

実習
私立大学生 7 1 7

体験実習
海洋生物に関する

実習
私立大学生 8 4 32

瀬戸内海の養殖水産物

を学ぶ総合演習 

海洋生物に関する

演習

韓国の国立大学生

および大学院生 
9 4 36

 (2)研究への利用 

(2-1)西条ステーション(農場，食品製造工場，精密実験圃場) 

研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

鳥類のゲノム編集技術の確立 統合生命科学研究科 2 365 20

鳥類の宿主応答性に関する研究 統合生命科学研究科 2 365 20

鳥類の性決定機構の解析 統合生命科学研究科 2 365 20

植物のミネラルストレス耐性機構の解明 生物生産学部 1 123 8 

乳牛のメタン産生の個体差に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 1 

飼料米とイネサイレージの給与が乳生産に

及ぼす影響 

統合生命科学研究科・生物生産

学部 
1 150 3 

暑熱環境が乳牛のメタン産生量に及ぼす影

響 
統合生命科学研究科 1 150 1 

微細霧ミストが暑熱期での乳牛の乳生産、

行動、内分泌に及ぼす影響 

統合生命科学研究科・生物生産

学部 
1 60 2 
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研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

副産物飼料の利用に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 2 

フィトールによる反芻家畜の栄養代謝調節

に関する研究 

統合生命科学研究科 
1 365 2 

家畜・家禽の生産性に関わる調査 生物圏科学研究科 1 362 3 

ドローンの追跡実験 工学研究科 1 2 6 

自然免疫機能についての研究 統合生命科学研究科 1 20 - 

ヤギ・ウシ乳腺の自然免疫機能について 統合生命科学研究科 1 365 6 

鶏消化管，生殖器等における自然免疫機能

について 
統合生命科学研究科 2 365 6 

ドローン空撮による植生活性度などの評価 統合生命科学研究科 2 5 2 

飼料成分が組織中脂肪分含量及び遺伝子発

現に及ぼす影響 
統合生命科学研究科 2 2 16

緬羊を用いた栄養実験 統合生命科学研究科 1 1 - 

スマート農業に関する現状把握 統合生命科学研究科 1 1 7 

乳房炎に関する研究 麻布大学獣医学部 2 4 - 

石碑調査 総合博物館 1 1  
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(2-2)竹原ステーション(水産実験所) 

研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

カイアシ類とバクテリアの種間関係に関する研

究
生物圏科学研究科 1 365 1

海底湧水が沿岸底生生態系に及ぼす影響 生物圏科学研究科 1 10 1

クロダイのアマモ場利用に関する生態学的研究 生物圏科学研究科 1 10 1

地曳網を利用した生物資源量の調査のため 生物圏科学研究科 0 1 5

深海性カイアシ類の摂餌と化学感覚器に関する

研究
統合生命科学研究科 1 365 1

フグウオジラミの宿主特異性と毒化に関する研

究
統合生命科学研究科 1 365 1

深海性カイアシ類の分布と摂餌に関する研究 統合生命科学研究科 1 180 1

クラゲ類を中間宿主とする吸虫類の生活史解明 統合生命科学研究科 1 180 1

海苔の増殖試験 統合生命科学研究科 1 90 2

マアナゴ飼育試験 統合生命科学研究科 1 350 2

カレイ飼育試験 統合生命科学研究科 1 350 2

コブダイの性転換に関わる水槽飼育実験 統合生命科学研究科 1 180 0

アイゴの出現状況調査、採集および飼育実験 統合生命科学研究科 2 13 4

海産無脊椎動物の飼育実験のための海水利用 統合生命科学研究科 3 340 7

ウチワエビの種苗生産に関する研究 統合生命科学研究科 2 46 3

ヒトデ類に寄生するシダムシ類の調査 統合生命科学研究科 1 1 2

クロダイの嗅覚生理に関する研究 統合生命科学研究科 1 190 1

ハチ干潟に付着する珪藻の打合せおよび分布調

査
統合生命科学研究科 1 2 3

ミズクラゲに関する研究 統合生命科学研究科 1 364 4

カイメンに生息する未培養微生物の培養 統合生命科学研究科 2 310 2

TTX 産生菌の単離と培養のために、フグ及びフグ

ウオジラミの抽出
統合生命科学研究科 0 170 1

イガイの発生実験 統合生命科学研究科 1 0 1

瀬戸内海島嶼部におけるイノシシの生息調査 統合生命科学研究科 2 4 6

寄生性カイアシ類の分子系統学的研究 生物生産学部 1 365 1

ウオジラミ類の生活史に関する研究 生物生産学部 1 365 1

タイ科魚類に寄生するウオジラミ類の生活史に

関する研究
生物生産学部 1 180 1
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研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

紅藻サンゴモ類の生態学的研究 生物生産学部 1 365 1

紅藻サンゴモ類の分類学的研究 生物生産学部 1 180 1
海苔の生育に関する研究 生物生産学部 1 180 1
竹原付近での動物プランクトン採集 環境安全センター 1 2 1
水槽実験の打合せ 環境安全センター 1 1 0
アマモの光合成活性測定のための初期培養 環境安全センター 1 100 1
竹原沖における底質調査および底質判別にかか

る研究 
環境安全センター 1 2 3

沿岸域の栄養塩循環に果たす大型海草藻類の役

割と地御前干潟で採集したアマモの培養のため 
環境安全センター 1 15 1

スラグ上に発達した生物膜による水質浄化能の

評価
工学研究科 1 365 2

研究打合せ 教育学研究科 1 1 1
珪藻の培養とこれを用いたイトマキヒトデ幼生

の発生研究
広島大学名誉教授 1 310 0

研究打合せ 広島大学名誉教授 1 1 0
Genetic diversity of Gracilaria texterii, Molecular
work of green alga, Caulerpa

カセサート大学 1 8 0

カイメンに生息する未培養微生物の培養 早稲田大学 1 310 0
ヨウジウオ科魚類におけるペアボンド維持機構 弘前大学 1 30 2
海洋生物の飼育打ち合わせ 東北大学 1 2 0
研究打合せ 京都大学 1 2 0
無脊椎動物の巣穴内に生息する甲殻類・魚類につ

いて
京都大学 1 3 0

コツブムシにおける性変化 奈良女子大学 0 3 2
魚類寄生性ハダムシの分類と生態解明 神戸大学 2 29 3
貧酸素海域の肥沃化および底泥分解についての

水槽実験。技官とレイアウトの打合せおよびサン

プリング

神戸大学 1 303 0

ハチ干潟での採集。無脊椎動物の巣穴に生息する

甲殻類・魚類について
高知大学 1 3 3

生野島におけるアマモの分布調査および栄養塩

類取り込み実験 

宇部工業高等専門学

校
1 9 5

インターンシップ 
宇部工業高等専門学

校
0 41 1

わかめ採苗の指導のため 広漁業協同組合 3 1 0

コブダイの性転換に関わる水槽飼育実験 
合同会社フラットア

ワー
1 180 0
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研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

横島のカラスバト調査 
県希少生物調査団鳥

類分科会
5 3 0

カブトガニ研究の打合せ 
広島県環境保健安全

協会
2 3 0

環境省モニタリングサイト 1000 の生野島アマモ

場調査 

瀬戸内海区水産研究

所
3 1 0

長崎県沿岸に生育する海藻相の把握
瀬戸内海区水産研究

所
1 1 0

アカモク種苗の培養
広島県農林水産局水

産課
1 150 0

カブトガニの行動観察 葛西臨海水族園 5 2 0
サイドスキャンソナーによる画像調査および底

質判別に係る研究

中電技術コンサルタ

ント（株）
3 1 0

海洋生物の飼育
横浜・八景島シーパ

ラダイス
1 2 0

海洋生物の飼育打ち合わせ なぎさ水族館 1 2 0
海洋生物の飼育打ち合わせ 加茂水族館 1 2 0
ヒクラゲの出現状況の調査 新江ノ島水族館 2 2 0

長崎県沿岸に生育する海藻相の把握
長崎県総合水産試験

場
1 1 0

動物プランクトン分析手法の習熟 国立極地研究所 1 2 0
海苔の養殖試験 松田産業株式会社 3 140 0

*利用申請書に基づく集計 

(3)その他の利用 

(3-1)西条ステーション(農場，食品製造工場，精密実験圃場) 

令和元年 6 月 22 日 (土) 総合科学部との合同セミナー 28 名

 9 月 18 日 (水) 統合生命科学研究科 広報委員会 農場の航空動画

ドローン撮影

1 名

令和 2 年 2 月 7 日 (金) 広報部 広報用写真及び動画撮影 2 名
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生産技術部関係（農場）

１．乳牛及び肉牛 

(1)乳牛及び肉牛の飼育頭数

 令和 1 年度の乳牛（ホルスタイン）及び肉牛（黒毛和種）の飼育頭数を表 1-1 に示した．昨年の飼育頭

数と比較してみると，ホルスタインの頭数については，小計で 2 頭増加した．成牛が 7 頭増加しているの

は育成から成牛に変わったためである．乳牛の生産頭数は昨年度と比較して 5 頭増加しており，乳牛の雌

は昨年と変わりがなかったが，雄が 4 頭増加していた．雌の生産目標は達成していた．肉牛飼育頭数に関

しては，昨年度より全体で 5 頭増加し，成牛は 2 頭増加した．令和 1 年度の肉牛の生産頭数は平成 30 年度

と比較して 2 頭減少した．

表 1-1  令和１年度乳牛，肉牛飼育頭数                   （単位：頭）

品    種 区分*１ 性別 
飼 育 頭 数 令和 1 年度 

平成 28.4.1 平成 29.4.1 平成 30.4.1 平成 31.4.1 生産頭数*2 購入頭数

ホルスタイン種 

成 ♀ 21 28 24 31 
育 ♀ 19 18 23 18 H♀14 
肥育 去勢 0 0 0 0 H ♂ 7 

小 計 40 46 47 49  

F1・F1クロス 

黒毛和種 

成 ♀ 12 17 18 20 F1♀ 3 
育 ♀ 7 4 5 4 F1♂ 0 

肥育 
去勢 6 5 7 10 
♀ 0 4 5 6 

小 計 25 30 35 40 
合       計 65 76 82 89 45 0 

*1成：18 ヶ月以上 育：18 ヶ月以下  *2 H：ホルスタイン JB：黒毛和種 F1：ホルスタイン＊黒毛和種

(2)乳牛の生乳生産

 令和 1 年度の年間生乳生産量を表 1-2 に示した．平均搾乳頭数は 22.8 頭で，30 年度より少し増加してい

る．年間出荷量は 231,871.1kg と昨年度より約 11,000kg 多かった．これは，搾乳頭数が少し増加したのと

個体能力が上がったためである．乳成分のうち，乳脂率は平均 3.88%で，30 年度より低くなっている．体

細胞数は平均 172,000 であり，30 年度と比べて高くなっており，慢性的な乳房炎牛で治療が困難な牛は淘

汰している．来年度も引き続き注意し，体細胞のチェックを行いたい．

表 1-3 に令和 1 年度個体別産乳量及び飼料給与量を示した．TMR を年間 252t 給与し，搾乳ロボットで

濃厚飼料 40t を給与した．30 年度の TMR 給与量が 258t に対してそう変わりはなかった．

表 1-4 に令和 1 年度個体別 305 日乳量を示した．令和 1 年度の乳牛の平均産次数は 1.3 産で搾乳日数 381

日，期間乳量 11855.2kg であり，305 日乳量は 9656.1kg と 30 年度と比べて平均産次数は下り，搾乳日数は，

ほぼ変わりなかった．1 頭当たり 305 日乳量は下回った．
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表1-2 令和1年度生乳生産量                     (乳脂率･乳蛋白率･無脂固形率:％)

月 頭
数

一 等 乳 (kg) 初  乳 (kg) 
乳
蛋
白
率

無
脂
固
形
率

体細胞
数

*1000生産量 売払 哺乳
実
験
等

供
用
換

哺乳 廃棄

4 月 25.0 22226.6 22051.3 175.3  168.3 64.6 103.8 3.93 3.44 9.00 179.33

5 月 24.0 22304.3 22047.5 256.8  4.5  3.95 3.28 8.84 190.00

6 月 24.0 19548.1 19512.3 35.8  115.7 32.2 83.5 3.63 3.23 8.75 191.33

7 月 21.0 18713.0 18276.0 437.0  5.5 167.1 31.5 135.6 3.67 3.24 8.82 184.00

8 月 24.0 19320.6 18512.6 808.0  6.0 660.3 154.0 506.3 3.77 3.13 8.64 216.67

9 月 24.0 19090.9 18132.7 958.2  12.5 215.1 76.3 138.8 3.82 3.13 8.66 188.33

10 月 23.0 21108.2 20506.5 601.7  11.0 115.9 34.2 81.7 3.58 3.20 8.79 137.67

11 月 22.0 19374.4 18915.9 458.5  10.0 164.0 17.8 146.2 3.87 3.25 8.84 154.00

12 月 23.0 19668.9 19137.7 531.2  198.6 25.3 58.9 4.00 3.30 8.88 138.33

1 月 22.0 20643.2 19624.5 1018.7  254.6 91.1 163.5 3.88 3.36 8.91 103.33

2 月 21.0 18070.0 17360.2 709.8  89.5 16.8 72.7 4.14 3.29 8.77 166.33

3 月 21.0 17793.9 17793.9  81.6 21.8 59.8 4.29 3.33 8.83 215.67

合計 22.8 237862.1 231871.1 5991.0 49.5 2230.7 565.6 1550.8 3.88 3.27 8.81 172.08

(3)乳牛の繁殖成績

 令和 1 年度の乳牛繁殖成績を表 1-5 に示した．令和 1 年度に分娩した乳牛は 24 頭であった．30 年度と

比較して少し多かった．生まれた乳牛 21 頭中 15 頭が雌であり，1 頭はフリーマーチンであった．乳牛雌

の産出数は昨年と同等であった．今年度も後継牛が確保できた．令和 1 年度分娩乳牛の平均産次数は 1.9

産で，平均交配回数は，2.4 回であった．交配回数は 30 年度と比較して，多くなっている．4 回以上が 5

頭いるので早めの繁殖検診をして早期に受胎させたい．

子牛（生後 0～90 日）の給与量は，雌の平均濃厚飼料（カーフスターター）は 84.0kg，乾草 13.0kg であ

ったが，少し少ないようであった．90 日の平均体重は 122.4kg とまずまずであった．乳牛雄とＦ1の給与量

は出荷したためデータがなかった．

(4)肉牛の繁殖成績

 平成 31 年度,令和 1 年度の肉牛の繁殖成績を表 1-6 に示した. 平成 31 年度（令和 1 年度）に分娩した黒

毛和種は 21 頭であった. これらの平均産次数と平均交配回数はそれぞれ 3.9 産と 1.8 回であり，30 年度よ

り平均交配回数が増加した．これは，種付け回数が 4 回，5 回の個体がおり，これにより空胎日数も増加

した．分娩頭数は昨年より 2 頭多かった．子牛の平均の生時体重，7 日齢，120 日齢では，全てで昨年を下

回った．これは，頭数の増加により飼育場所が過密になり給餌量の増減がうまく出来なかったためである．
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表1-3 令和1年度乳牛の個体別産乳量及び飼料給与量                                             （kg）
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表 1-4 令和 1 年度個体別 305 日乳量                                                 （単位:kg）

表 1-5 令和 1 年度乳牛繁殖成績
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表 1-6 令和 1 年度肉牛繁殖成績

(kg) 7 90 -120
JB1051- H29.4.16 H31.4.1 10:52 1 1 H30.6.21 H30.6.21 JB1123- 227 284.0 502.3 450.7 JB ♂ 31.5 35.5 113.9
JB0939- H25.12.6 H30.4.13 H31.4.1 17:45 4 1 H30.6.12 H30.6.12 JB1124- 228 60.0 293.0 353.0 568.8 509.6 JB ♀ 30.6 43.4 153.2
JB0890- H24.5.3 H30.4.11 R1.5.24 11:40 6 2 H30.6.10 H30.8.10 JB1027- 229 121.0 287.0 408.0 520.4 468.5 JB ♀ 30.2 39.6 124.9
JB0809- H22.1.12 H30.5.23 R1.6.30 5:26 8 2 H30.7.13 H30.9.13 JB1130- 230 113.0 290.0 403.0 510.0 463.5 JB ♂ 41.4 48.2 153.4
JB1020- H28.7.28 H30.7.27 R1.8.14 17:36 2 1 H30.11.1 H30.11.1 JB1136- 231 97.0 286.0 383.0 379.9 331.3 JB ♀ 26.5 32.4 109.5
JB1462- H20.4.30 H30.10.2 R1.8.31 0:38 10 1 H30.11.15 H30.11.15 JB1138- 232 44.0 289.0 333.0 513.5 476.6 JB ♂ 37.5 44.0 147.4
JB1009- H28.1.10 H30.9.25 R1.9.7 20:30 3 2 H30.11.20 H30.11.21 ) JB1139- 233 57.0 290.0 347.0 467.2 443.7 JB ♀ 29.6 33.0 113.4
JB0964- H26.10.9 H30.8.15 R1.9.12 7:55 4 4 H30.9.11 H30.11.27 JB1140- 234 104.0 289.0 393.0 572.3 542.7 JB ♀ 29.7 41.3 134.8
JB0992- H27.8.26 H30.9.16 R1.9.16 17:03 3 2 H30.11.28 H30.11.29 JB1143- 235 74.0 291.0 365.0 468.0 429.9 JB ♂ 28.5 34.6 129.8
JB0975- H26.11.23 H30.10.14 R1.9.18 20:04 4 1 H30.12.6 H30.12.6 JB1144- 236 53.0 286.0 339.0 499.3 461.7 JB ♂ 31.1 38.0 137.8
JB1064- H29.9.30 R1.10.16 1:48 1 3 H30.11.17 H30.12.30 JB1146- 237 290.0 498.7 452.0 JB ♀ 29.3 38.9 122.0
JB1043- H29.1.27 H30.11.27 R1.11.4 11:25 2 1 H31.1.26 H31.1.26 JB1148- 238 60.0 282.0 342.0 385.2 375.9 JB ♀ 21.1 26.2 116.2
JB0941- H25.12.14 H30.10.28 R1.11.16 2:30 4 1 H31.1.31 H31.1.31 JB1151- 239 95.0 289.0 384.0 593.7 559.1 JB ♂ 33.9 41.0 157.6
JB1073- H29.12.2 R1.11.27 17:55 1 2 H30.12.17 H31.2.17 JB1152- 240 283.0 485.2 438.4 JB ♀ 26.2 31.6 134.4
JB1033- H28.11.23 H30.12.6 R2.1.23 1:47 2 2 H31.3.12 H31.4.12 JB1159- 241 127.0 286.0 413.0 451.9 429.7 JB ♀ 26.8 32.9 131.4
JB1085- H30.4.11 R2.2.1 22:30 1 1 H31.4.10 H31.4.10 JB1161- 242 297.0 521.9 476.5 JB ♀ 36.3 37.8 150.2
JB0816- H22.2.25 H31.3.25 R2.2.28 8:50 9 1 R1.5.16 R1.5.16 JB1162- 243 52.0 288.0 340.0 575.0 535.0 JB ♀ 30.2 37.0 147.9
JB0939- H25.12.6 H31.4.1 R2.3.3 4:50 5 1 R1.5.16 R1.5.16 JB1163- 244 45.0 292.0 337.0 536.9 492.9 JB ♂ 35.8 44.0 176.4
JB0907- H24.11.7 H30.11.17 R2.3.19 2:48 6 3 H31.1.17 R1.6.3 JB1164- 245 198.0 290.0 488.0 576.6 535.6 JB ♂ 30.3 36.7 136.0
JB0984- H27.3.23 H30.12.15 R2.3.25 11:21 4 5 H31.1.17 R1.6.17 JB1165- 246 184.0 282.0 466.0 577.9 562.1 JB ♂ 30.8 39.1 169.6
JB1051- H29.4.16 H31.4.1 R2.3.25 17:58 2 1 R1.6.4 R1.6.4 JB1166- 247 64.0 295.0 359.0 444.2 407.5 JB ♂ 33.4 39.4 153.7

31 , 3.9 1.8 91.1 288.5 379.6 507.1 468.7 31.0 37.8 138.7
30 4 1.4 73.6 287.7 361.4 528.3 475.2 33.2 41.6 147.4
29 3.5 1.8 122.0 288.0 411.0 544.2 499.4 31.9 40.6 140.9
28 3.1 1.8 126.3 286.3 416.0 519.3 483.0 27.8 32.4. 126.4
27 3.5 1.6 86.5 285.5 372.0 541.3 496.8 28.4 35.2 142.9
26 3.2 1.5 115.9 288.6 404.0 525.4 488.3 30.6 35.7 143.8
25 3.4 1.3 84.6 287.8 373.0 552.3 514.0 34.5 41.0 148.7
24 3.3 1.5 132.8 286.5 419.7 535.2 496.9 31.4 35.6 143.1
23 3.0 1.8 106.0 285.0 393.0 520.2 478.5 34.0 39.4 150.9

* JB

(kg) * (kg)
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(5)乳牛及び肉牛の売払状況

 令和 1 年度の家畜売払状況を表 1-7 に，出荷成績を表 1-8 に示した．乳牛，和牛，F₁合わせて 42 頭を出

荷した．今年度は，和牛子牛で出荷体重平均が大きく増加し高値が付いた．畜種別でみた出荷成績では，

昨年より平均価格で全て上回った．

表 1-7 令和 1 年度乳牛および肉牛売り払い状況

表 1-8 令和 1 年度乳牛及び肉牛の畜種別出荷成績
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(6)家畜疾病状況

 表 1-9 に令和 1 年度の家畜疾病状況をしめした．乳房炎については昨年度より慢性乳房牛等の乳質の悪

い牛の更新を進めた結果，上半期の乳房炎の発生が半減した．下半期は牛舎の更新の関係で年度末に，牛

の使用環境を大きく変更した結果，大腸菌性乳房炎が多発し，盲乳等の処置を行ったため，来年度の生産

乳量に大きく影響を残す結果となったが，年間の発生件数としては減少した．

蹄病については昨年度より発生件数や症状の重い牛も減少しており，定期的な牛舎消毒等の効果が一定

程度は有ったと考えられる．

搾乳牛舎が令和 1 年度に更新され，飼養環境が大きく変更になるが，サイクロンファンの導入や飼槽，水

槽の増加もあり，受胎率の向上や生産乳量の増加を実現できるよう飼養管理技術の改善に努めたい．

表 1-9 令和 1 年度家畜疾病状況
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H H1072- 2017/11/30 2019/11/20 2019/11/26 7
2019/4/5 2019/4/26 22
2019/6/25 2019/8/1 38
2019/7/5 2019/7/17 13

H H1041- 2017/1/11 2019/5/31 2019/6/2 3
H H1057- 2017/8/11 2019/10/21 2019/11/23 34
H H0965- 2014/10/10 2019/11/12 2019/12/6 25
H H1044- 2017/1/28 2019/5/27 2019/6/2 7
H H1054- 2 2017/5/14 2019/9/25 2019/11/14 51

2019/5/28 2019/6/1 5
2019/10/10 2020/3/16 159

2019/11/12 2019/11/21 10
2020/3/8 24
2020/3/24 8
2020/3/31 1

2019/12/10 2019/12/16 7
2020/3/24 8
2020/3/29 3

2019/5/28 2019/5/30 3
2019/11/8 2019/12/7 30

2019/12/3 2019/12/12 10
2020/1/15 2020/2/26 43

H H5866- 2009/8/27 2019/6/14 2019/6/20 7
H H1039 2017/1/4 2019/5/26 2019/5/31 6

2019/4/1 2019/9/18 171
2019/4/4 2019/4/13 10

2019/5/27 2019/5/31 5
H H1067- 2017/10/11 2020/3/9 23

2019/5/28 2019/5/31 4
2019/6/22 2019/7/2 11

2019/11/12 2019/11/27 16
2020/3/21 11

2019/4/1 2019/12/4 248
2019/5/29 2019/5/31 3

2019/11/12 2019/12/5 24
2019/5/27 2019/5/30 4
2019/7/5 2019/7/25 21

2019/5/20 2019/5/26 7
2019/11/12 2019/11/27 16

H H1003- 2 2015/11/2 2019/10/7 2019/11/28 53
2019/9/3 2019/11/22 81

2020/3/28 4
2019/5/28 2019/6/7 11
2019/8/18 2019/9/8 22

2019/5/27 2019/5/28 2
2019/7/3 2019/3/6 248

2019/10/21 2019/11/5 16
2019/11/20 2019/12/16 27

2020/1/25 2020/2/20 27
2019/5/27 2019/5/28 2

2020/3/24 8
H H1024- 2016/9/1 2019/4/4 2019/2019/6/4 62

2019/5/8 2019/10/22 59
2019/5/17 2019/7/5 50

2019/10/7 2019/10/22 16
2019/5/9 2019/10/30 175
2019/5/27 2019/6/2 7

H H0981- 2015/2/25 2019/12/10 2020/2/18 71
2019/5/27 2019/6/2 7

2019/11/4 2019/11/12 9
2019/12/28 2020/1/8 12
2020/2/2 2020/2/11 10

H H1008- 2016/1/7

2017/3/4H H1047-

H H1049-

H1019-

H 2013/10/25

H H1015- 2016/5/17

2017/8/29H H1059-

H0933-

2016/7/12

2016/10/13

H H1045- 2017/2/7

H
H1031-

H

2017/3/14

H H1021- 2016/8/11

H H0906- 2012/11/5

H H1056- 2017/7/1

2017/1/23

2014/11/11

H H0994- 2015/9/15

H H0972

H H0999- 2015/10/27

H H0998- 2015/10/27

H H1042-

表 1-9 令和 1 年度家畜の疾病状況
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２．中小家畜 

(1)中小家畜飼育頭数

 令和１年度の緬羊，山羊の飼育頭数を表 2-1 に示した．

表 2-1 令和 1 年度中小家畜飼育頭数

○緬羊

  表 2-1 に示すように、緬羊の頭数は増加にあり安定している。

○山羊

表 2-1 に示すように、シバ山羊の頭数は増加にあり、トカラ山羊の頭数は横ばいになっている。

(2)中小家畜の飼料給与，繁殖及び育成成績

令和１年度の緬羊および山羊の飼料給与を表 2-2，緬羊および山羊の繁殖成績を表 2-3 に示した．

緬羊，山羊（シバ及びトカラ）の体重の推移を表 2-4，2-5，2-6 にそれぞれ示した．

○緬羊

表 2-4 が示す通り夏場の体重が減少しているので給餌量や暑熱対策を講じる必要がある。

○山羊

表 2-3 の通り、一腹産仔数にシバ山羊とトカラ山羊で差が見られるので、給餌量を見直す必要がある。
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表 2-2 令和１年度 緬羊および山羊の飼料給与

○緬羊

濃厚 1：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

○山羊（シバ）

濃厚飼料：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

その他 鉱塩を適宜給与
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○山羊（トカラ）

濃厚飼料：GM（TDN 69.5%以上，CP 16.0%以上）

その他 鉱塩を適宜給与

表 2-3 令和１度緬羊・山羊繁殖成績

（注）産子数は死産も含まれるため，産子数・平均生時体重・一腹産子数は、生産頭数とは異なる。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31
27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 28
3 3 3 3 3 3 6 6 7 7 7 4
810 837 810 837 837 810 837 810 837 837 756 868 9,886
90 93 90 93 93 90 186 180 217 217 196 124 1,669

1 87 96 96 729 161 91 96 6 6 149 139 128 1,785
kg 332 465 75 344 93 33 575 3 12 275 535 1,106 3,848
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表 2-4 令和１年度緬羊体重測定結果

表 2-5 令和１年度山羊（シバ）体重測定結果
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表 2-6 令和１年度山羊（トカラ）体重測定結果
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３．飼料作物

(1)作付け及び収穫状況

平成 30 年秋から平成 31 年夏までの作付け及び収穫状況を表 3-1 に示した．平成 31 年度の収穫状況は秋

播種作業が10月中に終了しており，5月の連休明けより順調に収穫を終えることができたので，ロール数，

乾物量ともに前年を大きく上回る結果となった．機械も大きな故障もなかった．

春夏作のトウモロコシは，農場近隣の住人より，カラス除けに使用していた爆音機に関してのクレーム

が入り，使用禁止となってしまった．そのため爆音機以外でのカラス対策を検討する必要がある．収穫状

況は，前年を大きく上回る結果となった．前年は東広島市で発生した局地的集中豪雨の影響で，極端な多

雨による湿害と，その後の少雨（1 カ月の雨が数日の間で降った）により収穫が落ち込み不作であったが，

順調に生育し必要量を確保することができた．当農場におけるトウモロコシの栽培に関しては，細断型ロ

ールベーラを導入した平成 21 年度より栽培を開始した．その際，栽培に関するデータが少なく，年によっ

て収量のばらつきが大きくなかなか良いやり方が見通せずにいたが，ここ数年は手ごたえを感じている．

雑草対策，品種の選定，播種時期などようやくパターンが確立しつつあると感じる．ただ，今年度は収穫

機械のコーンハーベスタが収穫の後半に大きく破損し，予定外の修理となったことが反省点である．

(2)家畜別収穫調製量

家畜別生産量を表 3-2 に示した．乳牛向けに生産しているイタリアンライグラス及び細断型コーンサイレ

ージともに前年を上回った．乳牛向けに関しては必要分を確保することができた．肉牛・中小家畜向けは，

混播牧草を中心に生産し，前年を上回った．しかし，年度途中で粗飼料が不足し，購入することとなった．

その理由としては，放牧地の整備が追い付かず，放牧に出せない時期があり，ロール乾草を例年より多く

使用したためと考えられる．担当者とも協力しながら，放牧地の整備もすすめていきたい．

(3)農業機械稼動状況

 飼料作物関係車両・作業機使用時間を表 3-3 に示した．半数以上の機械が購入後 20 年以上経過してお

り，早急に更新を行っていく必要があり，修理や部品交換の頻度も増えている．長期間使用不能の機械が

増え，不具合のある状態で使用していることもある．これらのことは，作業効率の低下，作業の危険度の

上昇，加えてより深刻な不具合による修理費の高騰を招いている．循環型畜産を続けていく限り，飼料作

物は必要不可欠なものである．長期的視点に立った更新計画を立てつつ，短期的な機械の整備計画を年度

ごとに立て，その費用について農場内のコンセンサスを得ながら，トラクターも含め作業機も更新してい

く必要がある．

今後の機械更新については，平成 30 年度に立てた機械全般の更新計画を見直して，現状に見合った計

画を改めて立てつつ，収入の増加計画も含めた農場の将来計画に組み込み，実現していきたい．
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表 3-1 令和 1 年度 飼料作物・牧草・作付け・収穫調製状況

注)① 化成肥料は，N 14％，P2O5 14％，K2O 14％

注)② 草種ごとの播種量

2 5 2
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表 3-2 令和 1 年度 家畜別粗飼料生産量

表 3-3 令和 1 年度 飼料作物関係車両・作業機使用時間
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４．気象

(1)広島大学附属農場気象観測（表 4-1）

・測定機種：ケーブルヴァンテージプロ 2プラス UV&日射センサー付 6162C（日清精器）

・停電時 ：気象庁システム参考

表 4-1 令和 1 年度月別平均気温，降水量
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(2)広島気象台東広島観測所（表 4-2）

表 4-2 令和 1年度月別平均気温，降水量               (単位：気温℃，降水量mm）

          （気象庁調べ）
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を実施した時の乳中抗菌因子濃度変化．第 24 回日本乳房炎研究会学術集会（2019 年 10 月 26 日，

東北大学）
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cecum and effect of probiotics treatment on the AvBDs expression. The 8th International Seminar on Tropical 

Animal Production (ISTAP) (Sept. 23–25, 2019, Yogyakarta, Indonesia) 

18. Harada, R., Nii, T., Yoshimura, Y., Isobe, N.: Effect of low milking frequency on the concentration of 
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球）の分類と生態−2018 年調査結果−．日本藻類学会第 44 回大会（2020 年 3 月 26～28 日，鹿児島

大学）

4. 近藤もも・大戸貴裕・大村 尚・実岡寛文・上田晃弘：植物の生育促進に寄与する細菌由来揮発性

物質の探索．2019 年度日本土壌肥料学会（2019 年度 9 月 3 日～5 日，静岡大学）

5. 南平眞実・川下真奈・実岡寛文・上田晃弘：耐塩性ジャポニカイネ品種に関する分子生理学的研究．

第 5 回植物の栄養研究会（2019 年 9 月 20 日～21 日，広島大学）

6. 淀屋賢亮・原田真輔・佐々木和浩・実岡寛文・上田晃弘：イネ低カリウムストレス耐性系統の選抜

と生理学的特性の解明．第 5 回植物の栄養研究会（2019 年 9 月 20 日～21 日，広島大学）

7. 近藤裕介・田中隼人・富川 光・佐野雅美・下村通誉・大塚 攻：日本産 Gigantocypris 属の出現記

録と種同定の報告．2019 年日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会（2019 年 9 月 20 日，

静岡市産学交流センター）

8. Hiruta, S.F., Kondo, Y., Nishikawa, J., Yusoff, F.Md., Metillo E.B., Pagliwan H., Srinui K., Ohtsuka, S., 

Fujita, T.: Mig0Seq derived SNP markers revealed high dispersal of the jellyfish riding ophiuroid, 

Ophiocnemis marmorata. 10th European Conference on Echinoderms (Sept. 16–19, 2019, Moscow, Russia) 
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9. Kondo, Y., Yonetani, M., Ohtsuka, S., Namikawa. H.: Ecological study of three species of hydrozoa 

symbiotic on the three species of Nassariidae. The 9th Hydrozoan Society Workshop (June 19–26, 2019, 

Shimoda, Japan) 

10. Obitsu, T., Kurokawa, Y., Sugino, T., Terada, F.: Effect of feeding rice grain silage with wood kraft pulp on 

milk production and enteric methane production in dairy cows. (Sept. 9–12, 2019, Belo Horizonte, Brazil) 

5.雑誌

1. 江崎 僚・松崎芽衣・堀内浩幸（2019）：家禽でのゲノム編集．ゲノム編集実験スタンダード，実

験医学別冊，363–371. 

2. 大塚 攻・鈴木紀毅・片野俊也（2019）：プランクトン群集における共生・寄生–宿主個体群動態に

インパクトを与える一要因–．海洋と生物, 41(4)：299–300. 

3. 下村通誉・大塚 攻・西川 淳（2019）：浮遊性および遊泳性甲殻類に寄生する網ヤドリムシ科等

脚類．海洋と生物, 41(4)：317–323. 

4. 近藤裕介（2019）：クラゲ類と他動物との多様な共生関係．海洋と生物, 41(4)：324–328. 

5. 大塚 攻（2019）：海洋動物プランクトン群集における共生．海洋と生物, 41(4)：339–345. 

6.報道

1. 堀内浩幸：「ウエークアップ！ぷらす」読売テレビ（2019 年 10 月 19 日）

2. 堀内浩幸：熱狂ゲノム編集第１部身近に迫る技術．毎日新聞朝刊 2 面（2019 年 8 月 2 日）

3. 加藤亜記：広島大学 Radio Campus 第 43 回．大窪シゲキの 9 ジラジ．FM 広島（2020 年 2 月 17 日）

4. 谷田 創：野犬と飼い犬〜殺処分ゼロの裏側で〜．NNN ドキュメント’20．日本テレビ（2020 年 7

月 26 日）

5. 妹尾あいら：広島大学の若手研究者に聞く．ザ・ウィークリー・プレスネット．2020 年 7 月 30 日

号
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